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健康高齢者の人あたりの良さに関する介入研究 
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目的 

 これまでの先行研究において，学習活動（音読・計算を反復遂行

すること）により，健康高齢者の認知機能の様々な側面の改善ある

いは維持することが明らかになってきている。しかし，日常生活と

いう側面からの介入研究は，極めて少ないのが現状である。そこで，

本研究では，学習活動に参加した健康高齢者の主観的評価を得るた

めに、人あたりの良さの尺度を用いて，6ヵ月間学習活動を遂行す

ることにより,健康高齢者のコミュニケーションに変化がみられる 

かどうかについて検討することを目的とした。 
方法 

実験参加 

2009年6月～2009年12月までの6カ月間で，立命館大学人間科学研

究所の高齢者プロジェクトで行われた学習活動に参加している地

域在宅高齢者38名（男性10名，女性28名，平均年齢75.2歳）であ
った。実験参加者は全員健康である。 
質問紙尺度  
人あたりの良さ尺度は，全35項目あり，最高得点は170点であ
る。同調性，印象管理，打ち解け，機知性解読，客観性，素直さ，

自己抑制，情緒安定の9因子で構成され，A3用紙1枚に印刷し、
学習者自身の考えを回答するよう求めた。回答に際して，各項目に

ついて「そう思わない」，「あまりそう思わない」，「どちらとも言え

ない」，「まあまあそう思う」，「そう思う」の5件法で求めた。 
要因計画  

 3要因混合分散分析を計画した。グループ間（低群・中群・高群）
×テスト時期（プレ・ポスト）×居住形態（独居・同居）の3要因
計画である。 

倫理的配慮  
研究を開始する前に，本人に介入研究の目的と安全性について説

明を行なったのち，書面による同意を得た。 

                        結果 
得点群および居住形態別の質問紙合計得点の変化について図１，

図２に示した。プレにおける質問紙の合計得点について，標準偏差

に基づき，対象者を得点低群・中群・高群に分類した。その上で，

グループ間（低群・中群・高群）×テスト時期（プレ・ポスト）×

居住形態（独居・同居）の3要因混合分散分析を行った結果，群間
得点群の主効果（F (2, 32)=29.538 p <.01）がみられた。時期の主
効果（F (1, 32)=6.225, p < .01）も有意であったが，居住形態の主
効果（F (1, 32)=2.710, n.s.）はみられなかった。居住形態と時期の

交互作用は有意な傾向があった（F (1, 32)=3.629, p < .10）。 
 
MMSE得点，FAB得点，質問紙の合計得点，各因子の合計得点の
プレとポストの変化率を（ﾌﾟﾚ／ﾎﾟｽﾄ）により算出し,各項目間の相

関係数を示したものが表１である。MMSE 得点の変化率と FAB
得点の変化率との間にはやや強い正の相関がみられ（r＝.448, p 
< .01），MMSE得点の変化率と自己抑制の変化率において，やや

強い正の相関が確認された（r＝.404, p < .05）。            考察 
検定結果より，学習活動に参加することで，全体的に人あたり

の良さが低下したことになる。群間で比較すると，高群の得点が

有意に減少したことから，高群では特に平均回帰傾向がみられた

ものと思われる。さらに図 2 より，住居の形態によって，変化の
仕方が異なることが分かった。同居群の得点の減少が独居群より

も顕著であることから，学習活動に参加することで，特に家族に

対して自己主張を明確にする傾向が増加した可能性がある。また

自己抑制の変化と MMSE の変化に正の相関みられることから，
認知能力の変化と自己抑制は強く関連していることが推察され

た。今後さらに，自己モニタリング能力の問題とともに，長期間

の学習活動による社会的スキルがどのように変化するのかを継続

的に分析していきたい。 
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